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利用者情報に関するワーキンググループ（第30回） 

令和７年９月５日 

 

 

【小玉利用環境課課長補佐】  皆様、定刻となりましたので、ただいまから利用者情報に

関するワーキンググループ第30回会合を開始させていただきます。 

 事務局を務めます、総務省利用環境課の小玉です。よろしくお願いいたします。 

 皆様、お忙しい中、お集まりいただきましてありがとうございます。一昨日に引き続き、

利用者情報の取扱いに関するヒアリングのため、本日はMeta社から御担当の皆様にお越し

をいただいています。また、個人情報保護委員会、経済産業省にオブザーバーとして御参加

をいただいております。 

 なお、本日、山本主査は御欠席となりますので、主査の御了解の下、生貝主査代理に、こ

れ以降の議事進行をお願いしたいと存じます。 

 生貝主査代理、どうぞよろしくお願いいたします。 

【生貝主査代理】  それでは、どうぞよろしくお願いいたします。本日は、Meta社より利

用者情報の取扱いに関する取組状況について御発表いただきます。 

 一昨日と同じく、事業者のプレゼンについては公開、その後の質疑応答、意見交換は非公

開で開催させていただきます。 

 それでは、御説明をお願いいたします。 

【Meta】  皆様、おはようございます。本日は、総務省並びに皆さんが御出席されている

場に、私どもMetaをお呼びいただきありがとうございます。私、MetaのAPACでプラプライバ

シーポリシーの責任者をしております。 

 Metaにおいては、ユーザーの皆さんに、プライバシー、そして透明性のコントロールをど

ういうふうに提供しているのか、そのことを説明させていただく場をいただいたことを誠

に光栄に思います。 

 まず、お伝え申し上げたいことがございます。本日のプレゼンテーションの資料の中には、

幾つかスクリーンショットが入っておりますが、これらは英語表記となっております。ただ、

その内容については、全て日本語でそろっております。 

 弊社が実践しておりますプライバシー、そして透明性の実践というのは、Metaで私どもが

行っている仕事の中でも非常に重要な要素となっております。 
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 私どもは、引き続き、ここの分野においては改善・変更をしていくという長い過程の途中

にあります。実際、2019年より、Metaにおいてはプライバシーの在り方を変革してきており

ます。その変革においては、米ドルにしまして80億ドルを超える金額を投じて厳密なプライ

バシーのプログラムを制定してまいりました。そのプログラムの中には、担当チームの形成

も含まれますし、そして技術の導入も含まれます。こういったものは、まず、早い段階でプ

ライバシーのリスクに対応できるようにするということのみならず、製品を作るときにも

最初の段階からプライバシーが製品の中に組み込まれるようにする、そのような体制で行

っております。 

 私どもは、プロダクトにおいてもそうですし、そして技術面においても様々な拡張をして

まいりました。そして同時に、その実務を担うチームも、2019年の終わりの段階では数百名

であった体制から、今、会社全体において3,000名強の者が、このプライバシーに主に従ず

るチームのメンバーとして仕事をしております。 

 プロダクト、それから機能、また、データの実践という意味においては、私どもは、毎月

平均で1,400に及ぶ確認事項を会社全体で目を通しております。そうすることによって、プ

ロダクトが実際に市場に提供する前に、そのプライバシーのリスクに関する評価を行い、そ

してそのリスクを最低限に抑えるよう行っております。 

 私どもMetaのプライバシーの中でコアとなる柱の１つ、それがプライバシー・ガバナンス

と呼ばれる枠組です。この枠組みというのは、会社の全てのレベルにおいて、プライバシー

に対する説明責任を醸成していくためのものとしてつくられた枠組です。 

 私どもの社内において、プライバシーのプログラムというのを設計してまいりました。そ

して、そのプログラムというのが時間を経るごとにどんどん拡張され、そして成長してきた

ということであります。このプライバシーのプログラムの中には、ガバナンスの体制、並び

にプライバシーのトレーニングが含まれており、そうすることによって会社全体において

プライバシーの説明責任の基盤が築き上げられるようにしてまいりました。 

 私どもが構造変革の一環として行った、ある３つの分野での変革、これがこちらのスクリ

ーン上に、今、出ているものです。 

 まず、行ったこと、それは全てのプロダクトの中にプライバシーを組み込むということで

す。それは、具体的にはプライバシーの保護、それから強化された監視体制、そして報告の

義務、並びにリスクの検知、そしてリスクを最低限にする努力、また、文書化が含まれます。 

 ２つ目、それは、より厳しいコンプライアンスの対策を講じるということです。具体的に
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は定期的な報告、それから上層部の説明責任、並びに社員が全てのレベルにおいて皆プライ

バシーに対して責任を担っているんだということをより一層強調する体制、こういった対

策を講じて参りました。 

 ３つ目、それは独立した監督ということであります。具体的にはプライバシーに特化した

ポリシーボードコミッティーという委員会を設け、そしてまた、独立系のプライバシーの評

価も受ける体制を設けております。 

 Metaにおきましては、全ての人の仕事の一環にプライバシーというのが位置づけられて

います。社員一人一人が年に１回のプライバシーのトレーニングを受ける義務があります。

仮に、ある社員がそのトレーニングを受けなかった場合、その社員は社内のシステム、それ

からリソースにアクセスすることができなくなります。 

 先ほど、社内で説明責任ということを醸成してきたという話をいたしました。それはどう

いうことかといいますと、私たちが、なぜ変更を行ったことを包括的な形で共有しているの

か。そこについて透明性を持って我々は共有しないといけないと思っているということで

す。この点については、弊社の特設ウェブサイトであるPrivacy Progress Updateを見てい

ただきますと、どういうふうに私どもが変更をかけてきたのかということを詳細に、プライ

バシー・プログラムの設計のされ方とか、それから私たちが時を経る中でどのように進捗し

ていきたのかということがまとめてそこに描かれています。 

 私どもがデータを使うとき、必ずガイドとして参照するものがあります。それが、こちら

に書かれておりますPrivacy Expectationsと呼ばれるもので、こちらには８つの要素から

成るものです。 

 そのうちの１つ目、こちらにPurpose Limitationと書いてあります。つまり、私どもがデ

ータを処理するときというのは限定的で、そして明確にされた目的に対してのみデータを

処理する、そしてそれは人々に価値を与えるものでなければならないという考え方です。 

 ２つ目の要素、Data Minimizationです。これは、私どもが収集して生成するデータを最

低限に抑えるということ、つまりは、明確に明示された目的に対応するために最小限必要な

データにとどめるということです。 

 ３つ目の要素、Data Retantion、こちらは、明確に明示された目的に対応するために、必

要とされる期間においてのみデータを維持するということです。 

 ４つ目の要素、External Data Misuseです。これは、データが悪用されないようにデータ

を保護する、そして、たまたまデータを失ってしまうとか、ないしは、許可を得ていない第
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三者からデータがアクセスされてしまうことがないようにデータを保護するということで

す。 

 その次、５つ目の要素、これはTransparency and Controlです。これは、製品の挙動がど

ういうものであるか、そしてデータの実践がどういうものであるか、それを私たちは能動的

に、明確に、そして正直にお伝えするということです。そしてまた、適切で可能な場合にお

いて、私たちの実践に対するコントロールを皆さんに、コントロールができるように御提供

するということです。 

 その次、Data Access Managementです。これは、私どもが収集し、そして生成するデータ

に対して、皆さんにアクセス、そしてツールを提供し、そのデータをマネジメントできるよ

うにするということです。 

 そして７つ目、Fairnessです。これは脆弱な人口の方々に対して、私どもの製品を、そう

いった人たちのリスクを最低限に抑えるように製品を作り込むということ。そうすること

によって、皆様に対して価値を創生できるように確実にするということです。 

 最後がAccountabilityです。これはどういうことかといいますと、私たちが決定する決断、

製品、そして実践、全てにおいて社内のプロセス、それから技術的なコントロールを維持し

ていくということです。 

 このように、私どもは８つのPrivacy Expectationsを設けて、これを実践しております。

そうすることによって、私たちがデータをシステムレベルできちんと保護することができ

るようになる、その体制を敷いているということです。 

 では、プライバシー・レビューに対して、このPrivacy Expectationsをどのように適用し

ているのか、その一例をお話いたします。 

 Metaにおいて、製品それからサービス、そして実践に何か新しいものを加えるとか、ない

しは、その変更をするとき、プライバシー・レビューのプロセスというのが、その中核を担

います。 

 このプロセスを介して、私どもは新しい、ないしは、変更をかけた製品、サービス、そし

て実践の一環として、どのようにデータが使われるのか、そして保護されるのか、その評価

を行います。 

 今申し上げたこのプロセスというのは、私どもが社内で協業的に、そして横断的に機能す

る、そういったプロセスです。実際には、こういった社内のプライバシーのエキスパートと

呼ばれる人たちが専従のグループを組んでおります。そのグループの中には、法務、公共政
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策、それからそれ以外にも製品、エンジニアリング、規制遵守、セキュリティーといった幅

広いバックグラウンドを持ったメンバーが機能横断的にそろっています。 

 今申し上げたこのcross-functionなチームが、プロジェクトに対する潜在的なプライバ

シー・リスクを評価します。そして、もし何か変更が必要だと判断したならば、実際に、そ

のプロジェクトがスタートする前に変更をかけるよう動きます。そうすることによってリ

スクをコントロールすることができるということです。 

 仮に、この機能横断チームのメンバーの中で合意に達することができなかった場合は、今

度はさらに、その内容を上の者に諮る体制となっております。そうすることによってリーダ

ーシップのチームの面々が、今度は適切な判断が下せるような体制になっております。 

 ということで、このプロセスを経ることによって、Metaで行うこと全てが、今申し上げた

８つのPrivacy Expectationsによって導かれているということになっています。 

 Metaにおいて私たちが信じていること、それは人々、皆さんが、自分が他人にどういう形

で自らを示すのか、それをきちんと自分でコントロールできるようになること、そして自分

のデータがどのようにコントロールされているのか、皆さんに理解していただくこと、これ

が重要であると信じております。それがゆえに私どもは、使いやすい設定を構築いたしまし

た。そしてツールも構築しました。そうすることによって、皆さんが自分にとって正しい選

択肢を選んでいただけるようにしております。 

 ということで私どもは、皆さんに対して透明性を提供するために、そして皆さんが自分の

プライバシーを自分で管理できるように、そして、皆さんのプライバシーに関連する選択肢

を尊重することができるように、広範囲にわたっての設定、そしてコントロールをすること

ができるようにシステムを築いてまいりました。 

 そしてまた、皆さんにはツールを御提供しております。そうすることによって皆さんも、

例えばFacebook上で自分のデータ、それからプライバシーをきちんと見て管理することが

できる体制になっています。 

 また、ユーザーの皆さんにとって分かりやすくするようにということで、フォーマットも、

それから平たんな文言を使って、皆さんにアクセスしやすいように、理解しやすいようにし

ております。全てのコンテンツは日本語で提供させていただいております。 

 時間のことも気になりますけれども、まだお見せしたいスライドがあります。どういたし

ましょうか。残りのスライドをこのまま続けたほうがいいか、御指導、御教示いただければ

と思います。 
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【生貝主査代理】  ありがとうございます。まだ続けていただくのがよろしいかと思いま

すが、総務省の方もよいですよね。 

 お続けいただければと思います。 

【Meta】  御理解いただきありがとうございます。 

 こちら、Privacy Check-upということで書いておりますが、４つの項目が具体的に書いて

あります。この４つの項目、トピックを見れば、利用者が、自分は何を見たいのか、何を共

有したいのか、そして自分の情報がどう使われているのか、また、自分のアカウントのセキ

ュリティーをどこまで厳しくしたいのかというのを御自身で確認することができるという

ものです。 

 プライバシーに非常に関わってくることだと思っております。だからこそ、私どもとして

は、皆さんに幾つかプライバシーでの秘訣というものを統合して御提供させていただいて

おります。 

 次、こちら、Off・Meta・Activityです。これは、本日はお集まりの皆さんも関心を寄せ

ておられるところだと理解しておりますので、少しお話をさせていただきます。ここのOff・

Meta・Activityでは、利用者が弊社のサービスの外で他のビジネスやサービスとの間で行う

様々なインタラクションについて、弊社が、どのような情報を共有してもらっているのか、

そのサマリーを示しています。具体的な内容としましては、例えば、どういったアプリに訪

問しているのか、ウェブサイトに行っているのかを確認することができますし、もし皆さん

が御希望であれば、自分の過去の活動というものを皆さんのアカウントから接続を外すと

いう選択肢もそろっております。 

 FacebookでもInstagramでもMessengerにおいても、私どもとしましては、一たびここで利

用者が自分の過去の活動を削除したならば、そのデータについては、我々としても、その人

は過去にどのウェブサイトを訪問したかということは分かりませんし、よって、そういった

データを、今申し上げたようなプラットフォーム上でパーソナライズド広告にてデータを

使うということも行いません。 

 こちら、Access Your Informationというもので、私どもが導入したものです。このAccess 

Your Informationというのは、Facebook上の全ての情報を一括して見ることができるもの

ということです。 

 ここは、具体的にデータをさらに詳細にわたって再分割をするという分類化を改めて行

っております。それが、さらに皆さんに対する透明性、そして使いやすさを改善する過程の
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一部ということで取り組んできたことです。具体的には、広告の情報とか友人とかフォロワ

ーとか、そういったものをさらに細かく見ることができるようにしております。 

 利用者の皆さんが意義のある形で、よりアクセスしやすいように、そしてデータを見るこ

とができるようにということで、ここは私どもで、利用者がデータのカテゴリーが見やすい

ように作り込んでおります。そして情報についても追加されておりまして、どういうふうに

データが使われているのか、そしてFacebook上でどういうふうにマネジメントができるの

かなどが、ここを見れば分かるようになっております。 

 次、こちらのほうは透明性というスライドなんですけれども、もちろんツールとか、それ

からポリシーをきちんと敷くということは大切です。しかし同時に、皆さんに、自分のデー

タがどのように使われているのか、そして自分がそのデータをどういうふうに使われてい

るのかどう把握したらいいのか、それをちゃんと理解していただくことも重要です。 

 皆さんに分かりやすく文言が把握できるようにするために、2022年でした、私どもはプラ

イバシー・ポリシーを再度書き直し、再設計をしました。 

 また、このプライバシー・ポリシーに対しては、さらなる詳細の説明、そしてイラストな

ども加えました。そうすることによって、自分のパーソナライズ化された体験をきちんと皆

さんに提供する、そして同時に、ちゃんとプライバシーも担保するということが可能になっ

ております。 

 また、このPrivacy Centerと呼ばれるものも、私どもが構築いたしました。これは、皆さ

んが、プライバシーに対する私たちのアプローチについて学んでいただくことができる場

所というものです。実際にプライバシー・ポリシーについて目を通していただく、そしてま

た、多くのプライバシーとセキュリティーのコントロールを我々が提供しておりますので、

それをどこで見つければいいのかということも、ここを見れば分かるようになっています。 

 ですので、利用者に御提供させていただいているツールとか、全てこのPrivacy Centerを

見れば１か所で分かるという体制になっております。 

 また、サービスがどういうふうに提供されているのか、そしてコントロールがどのように

提供されているのか、さらなる詳細の情報が欲しい場合は、利用者にはヘルプセンターも活

用していただくことができるようになっています。 

 また、私たちのプライバシー・ポリシーに対して何か更新をかけたとか変更をかけたとい

うときは、私どもは透明性を持って、それを皆さんにお伝えするようにしております。具体

的なすべとしては、まず、私どものNews Roomからアクセスできる場所を設けており、そこ
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を通して皆さんにお伝えしています。それから適切な場合はメディアに関与していただい

てお伝えしたり、プロダクトの中での利用者へのコミュニケートする、または、それ以外に

も市民と広く接する場面を作って、そういったことをお伝えしております。 

 また、私どもは、Privacy Progress Updateというサイトを設けております。そこを介し

て毎年、私どもがこのプライバシーに対してどういった更新、そして変更をかけたのか、そ

の包括的な姿が見えるように提供しております。 

 こちら、最後のページとなりました。私が本日、申し上げたこと、こちらに書いておりま

す３つの要素でまとめることができると考えます。 

 まず、利用者のプライバシー、そしてデータをお守りするということが、私たちが行うこ

との重要な要素であり、そしてまた、それが私どもの将来に向けてのビジョンであります。 

 また、日々、皆さんからの期待値というのも変わりますし、そして技術も変わっていきま

す。ですので、私どもは、こういった自分たちが目指す姿を達成するために、これからもプ

ライバシーのプログラム、そしてプロダクトをより強化し、洗練されたものに作り上げてま

いります。 

 ですので、今日は、このような場を設けていただきましたので、私どもが行っていること

を皆さんにお伝えするということのみならず、私どもがこれからどのように自らを向上さ

せ改善していけるのか、ぜひとも皆様の御意見を賜りたいと存じます。 

 ２つ目の重要な要素、それは透明性です。 

 この透明性というのは、私どもMetaが行っていることの重要な要素の１つです。それがゆ

えに私どもは、アクセスしやすい、そして包括的な情報というのを皆様に御提供し、それが

容易にアクセスできるようにさせていただいております。私たちがどういったデータを収

集し、何の目的のためにそれを行っているのか、利用者に御理解いただくためのものです。 

 最後になりますけれども、今度は、利用者に対して御提供しているコントロールのことで

す。私どもは複数のツールを利用者に対して御提供させていただいております。そうするこ

とによって、利用者にしてみたら、自分たちがほかの人たちに対してどういう形で自らを示

したいのかというところもコントロールできますし、そしてまた、自分のデータがどういう

ふうにコントロールされているのかということも理解していただくことができるようにな

っております。 

 私どもは、このプレゼンテーションを通して皆様にお伝えしたかったこと、それは利用者

に使いやすいツールを御提供させていただいて、そしてまた、利用者が御自身にとって正し
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い選択ができるように、ぜひともそのツールを活用していただきたいということで推奨し

ております。 

 本日は、御清聴いただきありがとうございました。長時間使ってしまい、申し訳ございま

せんでした。ただ、私どもが実践しておりますプライバシー・プログラムについて、完全に

包括的に皆さんにお伝えできることが重要だと思い、あえて時間を頂戴した次第です。 

 皆さんのほうからも御質問があるということで理解しております。御質問に対してお答

えするに当たっては、私、それからほかに同僚で控えているメンバーもおりますので、適宜、

私どものほうから答えさせていただこうと思っております。 

【生貝主査代理】  どうもありがとうございました。 

 それでは、今、事務局のほうで非公開設定に切替えをしていただいているかと思いますの

で、少々お待ちください。 

【小玉利用環境課課長補佐】  今、非公開設定に切り替えさせていただきます。 

【生貝主査代理】  どうもありがとうございます。 

 それでは、ただいまのプレゼンテーションを受けまして、構成員の皆様から順番に御質問

または御意見をいただきたいと思います。私のほうから名簿順に指名をさせていただきま

す。各構成員の御質問ごとにMeta社より回答をいただくという流れで進めたいと思います。

発言をされない場合、回答の必要がなく、御意見のみの場合は、その旨御発言ください。進

行の都合上、お一人からの御質問は実質２分程度、通訳含め４分程度でお願いいたしたく思

います。また、Meta社からの御回答も通訳含め１回４分程度でお願いいたします。なお、各

構成員の御質問が一巡しましたら、別途、意見交換の時間も設けております。 

 それでは、最初に、江藤構成員から御発言をお願いいたします。 

【江藤構成員】  ありがとうございます。江藤と申します。私は憲法を専門としておりま

す。私からは、２点お伺いいたします。 

 １つ目が、AIの活用による利用者のターゲティング手法にどのような変化が生じるかと

いう問題です。 

 御社によるAIの活用によって利用者の利便性が高まることは十分に理解していますが、

同時に、AIモデルの導入によってプライバシー保護にどのような影響が及ぶかについて大

きな関心を持っております。 

 そこでお教えいただきたいのは、このAIモデルを活用することによって、もし我々のユー

ザーのプライバシー保護に資するような可能性がある場合は、どのようなものがあるのか
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ということについて御教示いただければと思っております。 

 もう一つの質問は、現在オプトアウト方式を採用しているものについて、オプトイン方式

に変更する可能性についての質問です。 

 いただいたヒアリングシートの回答では、アカウント作成の場面におけるオプトイン方

式において、どのような情報を取得しているかということについて御回答いただきました。 

 お伺いしたいのは、そのアカウント作成の場面に限らず、御社が利用者情報を取り扱う上

で、現在オプトアウト方式を採用している場面で、今後オプトイン方式に変更し得る可能性

があるのかという点についてお教えください。 

 これに関連して、現在オプトアウト方式を採用していると思われるAIモデルのトレーニ

ングについてですけども、ここの点はオプトアウトの方法が容易ではないのではないかと

いう意見がネット上などでは見られます。 

 現時点では、オプトアウトフォームを記入してリクエストを提出する必要があるものだ

と理解しておりますが、このオプトアウトが通常の場合よりもかなりハードルが高くなっ

ている理由についても併せて御教示いただければと思います。 

 以上になります。 

【Meta】  では、江藤先生からの御質問に私のほうで最善をもって答えます。もし、私以

外の同僚がほかに補完するような内容があれば、同僚のほうからも補助的に説明をしても

らおうと思っております。 

 御質問の中にAIの活用ということがあったと思っております。つまり、それを活用するこ

とで、そのプライバシーのコントロールとか、それからデータの実践に対してどういった影

響があり得るのかということでのお話だったと思っております。私どもが考えていること、

それはAIであろうが、そしてAI以外の技術であろうが、これら全てをトータルに包含する形

で、私どもはこれからも引き続き改善を行っていくということです。 

 例えば、先ほど私のほうから８つのPrivacy Expectationsということで、プライバシーの

ガバナンスとか、それから私どものほうで制定していますフレームワーク、枠組みのことを

お話しいたしました。 

 ですので、例えばですけれども、新しいプロダクトを出す際に、そのプロダクトでAIやそ

れ以外のほかの技術が使われることになるということが分かったならば、もう既に私ども

が社内で確立しております包括的で、そして厳密なプロセスを経て、その評価を行います。 

 このプロセスを社内で経ることによって、体系的にプライバシーのリスクを早い段階で
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検知をし、そしてそういったリスクが内在されるというふうになった場合は、製品の早い段

階の設計の段階から、必要なコントロール、それからセーフガードを組み込むようにしてお

ります。 

 また、プライバシー、セキュリティー、インテグリティーを実はさらに向上させるために、

前向きにAIを活用するということもあり得ます。 

 私たちは実際に、プライバシーのこういった認識をインフラの中で構築して、そのために

多大なる投資をしてきております。そうすることによって利用者にも、そういった認識をよ

り高めていただけるようにしております。 

 ですので、私どもはそういったインフラを整えることによって、まず、プライバシーのル

ールというのを組み込むことができる。そうすることによってプライバシー関連で必要と

されている要件を満たしながら、そしてまた、膨大な数のデータを守ることができるという

体制になっております。 

 もう一つ申し上げたいことがパーソナライゼーション、これはMetaの製品、サービスの中

で鍵となる要素です。 

 これは利用者が、自分が体験するものが自分にとってのものである、そして自分にとって

適切なものだと思っていただくということが重要だという話です。 

 ですので、利用者が、自分がどういった選択肢を選びたいのか、自分で決めていただける

ようにするためのコントロール、透明性、設定を設けております。ここにはAIの活用も含ま

れてということになります。 

 そしてまた、先生のほうからオプトインとオプトアウトに関連する御質問をいただいた

と理解しております。 

 私どもは、このプライバシー・ポリシーを介して皆様に、Metaがどういったデータをどの

ような目的で、どういった場面において収集しているのかということを透明性を持って開

示しております。 

 プレゼンの中でワンストップのPrivacy Centerの話をしました。ここでは、利用者が私た

ちにどういったデータをどういった目的で使ってほしいのかという、それをコントロール

できるツールをここで皆さんに提供しております。 

 私どもが利用者に御提供させていただいているツールを介して、利用者は自分でコント

ロールができる、自分で意思決定ができる形で、自分にとって適切で、そしてパーソナル化

されたユーザー体験をしていただけるようにしております。 
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【生貝主査代理】  よろしゅうございますか。 

 江藤先生も以上で大丈夫ですか。 

【江藤構成員】  分かりました。どうもありがとうございます。 

【生貝主査代理】  ありがとうございます。 

 それでは、じゃあ続きまして、太田構成員からよろしくお願いいたします。 

【太田構成員】  Data Signの太田です。御説明ありがとうございました。 

 私からは２点質問をしたいと思います。事前に質問をさせていただいているので、そちら

は別途、御回答いただければと思います。 

 まず、プライバシー・エクスペクテーションズにおいて、パーパス・リミテーションやデ

ータ・ミニマイゼーションを掲げられていると説明をいただきました。例えばアカウント登

録時には、メールアドレスや電話番号求めておりますが、パーパス・リミテーションの原則

に従うと、メールアドレスや電話番号は、アカウント作成やログインのみに使われることが

正しいと思います。しかし、実際には、広告主がカスタムオーディエンス機能を利用してア

ップロードしたメールアドレスや電話番号との突合が行われています。さらに、オフ・フェ

イス・アクティビティーを含めてデータが収集されて広告配信に利用されるというのは、パ

ーパス・リミテーションやデータ・ミニマイゼーションに反してはいないのでしょうか。 

 次に、トランスペアレンシー・アンド・コントロールについても重要性を説明いただいて

おりました。アカウント保有者に対する透明性やコントロールについては、様々な機能を提

供していただいているのは理解しております。アカウントを持っていない利用者について

は、オフ・フェイスブック・アクティビティーなどを確認したり削除したりする機能は提供

されていないようです。Metaピクセルタグなどを通じて、アカウント非保有者についても情

報の取得や利用を行っていると思いますが、アカウント非保有者に対する透明性やコント

ロールは、今後機能として提供される予定はありますでしょうか。 

 以上です。 

【Meta】  太田さん、ありがとうございます。 

 まず、今、お話しいただいた御質問について理解いたしました。それから事前に文書にて

御質問いただいていると理解しております。こちらのほうも別途、私どもから回答させてい

ただく所存です。 

 私の理解が正しければということですけれども、今、太田さんからいただいたコメントと

か御質問の内容というのは、部分的には事前にいただいた御質問と重複するところがある
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と理解しており、私どもとしては、それであるならば、また別途、回答申し上げたいと思っ

ております。 

 ただ、この場を借りまして、幾つか私どものほうから明確にさせていただきたいと思って

おります重要点がございます。それについては、この場で御説明申し上げます。 

 まず、太田さんの質問の中で、Purpose Limitationのことについて言及いただきました。 

 プレゼンの中でも申し上げたとおり、私どもが社内で確立しましたPrivacy Expectations

の中でも、今、話をしているPurpose Limitationは重要な１要素であります。 

 だからこそ私どもは、プライバシー・ポリシーの中で明確に、そして透明性を持って、な

ぜ私どもがデータを使うのか、その目的は何なのかというのをクリアに伝えるようにして

おります。 

 ですので、私どもが明確にお伝えしているのは、私たちのビジネスモデルというのは、利

用者の体験をパーソナライズ化するためのものであると。だからこそ私たちは、プロダクト

そしてサービスを、ビジョンを持って改善を続けていますということを明確にお伝えして

います。 

 ですので、もちろんFacebook、Stories、それからFeedなどにおいて、私たちはパーソナ

ライズ化した機能やコンテンツ、お勧めというのを御提供させていただいています。 

 また、私たちのプロダクトとサービスを改善するためにも、情報を活用させていただきた

いと思っております。 

 例えばプロダクトが適切にきちんと動いているかどうかを確認するためとか。 

 そして、また何か問題が起きたときに、それを是正するためのトラブルシューティングに

活用させていただく。 

 そして、お客様にとってよりよいものを御提供するための製品、そしてサービス、こうい

ったイノベーションにも活用させていただく。 

 というようなことで、今、お話をさせていただきました。もう一つ追加として、この

Purpose Limitationが、なぜそこまで重要なのかということなんですけれども、これはセー

フティー、セキュリティー、インテグリティー、これを私どもがきちんとデータという意味

で担保していくためにも重要な要素です。 

 また、もう一つお伝えしたいこと、多くの事業者が自らのビジネスを推進するに当たって、

私どものプロダクトをよりどころとしてくださっています。 

 ですので、私どもとしても、いろいろな測定値であったりとかアナリティクスを、こうい
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った事業者に御提供するということも私どもは行っております。 

 また、利用者と直接コミュニケーションを図るためにもデータを活用しております。 

 私たちのポリシーがどういうものであるか、サービスがどういうものであるかというの

を利用者にお伝えするためにということです。 

 また、利用者のほうから何か私たちにコンタクトがあって、気になることがある、懸念が

あるということであれば、ちゃんと私たちもそれにお答えできるようにしたいと思ってお

ります。 

 また、私たち自らのイノベーションを図っていくためのリサーチにもデータを活用した

いと思っております。 

 また、私どものサービスとかプラットフォームを使っておられない利用者に関すること

もよく御質問でいただきます。 

 こちらの方々は非利用者でいらっしゃいますので、もちろんこういった人たちから私た

ちが収集しなければいけないデータというのは非常に限られたものとなります。 

 要は、私たちのプラットフォームを使っていただく方々からデータを収集しているとい

うことです。 

 私たちのプラットフォームを使っておられない利用者の方々も含めて、私どもは公の皆

さんに対してできる限りの透明性を持ってプライバシー・ポリシーを公開していこうと思

っております。 

 ですので、今申し上げたような非利用者の方々が私たちのプロダクトに訪れたときには、

ポップアップでプライバシー・ポリシーが提示されるようになっています。 

 このポップアップを介して、今申し上げたような非利用者の方々に対し、どういった方々

のデータを何の目的で我々が収集するのかということを御説明しております。 

 このような非利用者の方々のプロフィールを生成するために、こういったデータは使っ

ておりません。 

【太田構成員】  ありがとうございます。 

 １点追加で、今、アカウント非保有者に対してポップアップが表示されるということでし

たが、そのポップアップがどのようなものなのか、後日で構わないので御提示いただけると

ありがたいです。 

【Meta】  では、そのポップアップがどういったものなのか、ビジュアルのイメージで御

提供させていただこうと思います。 
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【太田構成員】  ありがとうございます。よろしくお願いします。 

【生貝主査代理】  ありがとうございました。 

 １点、申し訳ございません。ちょっと司会の不手際で時間が若干押しておりまして、この

後、あと５名、御質問者がおります関係から、最初に申し上げたとおり、御質問は２分程度、

そして御回答も大体通訳含めて４分程度をめどに、若干ショートにお願いできれば大変あ

りがたく存じます。 

【Meta】  最善を尽くします。 

【生貝主査代理】  ありがとうございます。できる限りで。 

 それでは、じゃあ木村構成員、よろしくお願いいたします。 

【木村構成員】  主婦連合会の木村と申します。御説明ありがとうございます。 

 御社の御説明で、様々なカスタマイズですとか、コントロールができるのがよく分かりま

した。ただ、多くの利用者は、設定の変更をしないで利用していることが多いのではないか

と思うのですが、御社のデフォルトの設定では、どの程度カバーできているとお考えでしょ

うか。また、こういうツールの活用について、カスタマイズできるということを利用者にど

のように周知しているのかというのを教えてください。 

 よろしくお願いします。 

【Meta】  まず、そういったカスタマイゼーションとか、あとパーソナライゼーションと

いうものは、利用者の皆さんが私たちの製品をお使いになる、そのお使いになる過程で、そ

の方に関するデータポイントを集めて、私たちは、その方用のパーソナライゼーションを行

います。具体的には、その方がどういったコンテンツを閲覧されたのか、どういったコメン

トをされたのかとか、どういったページに対して「いいね」をされているのかというデータ

ポイントを集めることによって、その人向けのパーソナライズを行っております。 

 利用者は、自分にとって心に響くコンテンツであったりとか関連するものを目にしたい

ということを願いとして持っておられます。今のような私たちの手法を行うことによって、

そういった利用者の方の願いを満たすようにしております。 

 ただ、例えば利用者の方がデフォルトの設定から何かを変えたいというふうになった場

合は、先ほどプレゼンで申し上げたワンストップショップみたいに、１か所に行けば、もう

そこで何の目的のためにデータが使われているのか、どういったツールを自分で使うこと

ができるのか、リソースとしてどういったものが使えるのか、コントロールとして自分が何

ができるのかというのが分かる場所があります。ですので、デフォルトの設定を変えたいと
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思った場合は、そこを見ていただければ全て明確になっています。 

【木村構成員】  自分で見るということですか。 

【Meta】  そうですね、御自身に関連して何かを知りたいというときは、御自分でそこを

見に行く。でも、それは１か所の場所で済みますということです。 

【木村構成員】  よく分かりました。 

 あともう１点、回答していただいたシートの中で、利用者の理解の把握のために多面的な

測定を行っているという回答がありましたけれども、この測定の結果というのは非公開な

のでしょうかということと、測定による効果的な例があれば教えてください。 

【Meta】  ちょっとそれは公開しておりませんので、私自身も今、それについてお答えす

る情報を持ち得ておりません。 

【木村構成員】  分かりました。ありがとうございます。 

 もし、こういう測定によって効果的なことがあればと思ってお伺いしました。 

【生貝主査代理】  ありがとうございます。 

 それでは、寺田構成員、お願いいたします。 

【寺田構成員】  よろしくお願いします。JIPDECの寺田と申します。 

 丁寧な御説明をありがとうございました。書面で提出させていただいた質問に関しては、

後ほどいただけるということですので、ここでは、その中のものになりますけれども、子供

の保護に関する部分についてのみ、ちょっとお聞きしたいと思います。 

 ログインしていない、またはアカウントを持っていないユーザーについては、サービスの

多くが利用できないと理解していますので、アカウントの作成時が年齢確認において最も

重要であると考えています。このアカウントの作成時に、自己申告以外の年齢確認あるいは

年齢の推測というのを行っていますでしょうか。どのようなものを行っていますでしょう

か。また、本人が申告を詐称しているといったことに関しての判断とかを行っていますでし

ょうか。また、こういった年齢を詐称している子供に対して、それが判明したとき、どのよ

うな対応を行っていますかというのが１つ目です。 

【Meta】  寺田さん、御質問いただきありがとうございます。 

 私がお答えするに当たって、まず、最初にお伝えしたいこと、それは私たちのプラットフ

ォームサービスにおいて、そういったお子さんをお守りするということは、とても重要なこ

とと位置づけております。 

 おしゃるとおり、アカウント作成時に、利用者の人は先に自分は何歳ですということを自
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己申告する、そういった場面ということになります。 

 また、私たちは、今言ったように自分で自己申告されることも１つの重要なデータポイン

トとして扱っておりますけれども、それ以外の情報、シグナルとかで我々がアクセスできる

ものも活用しております。例えばですけれども、その中には未成年者に関連する利用者から

のレポートの内容とか、それからテキストを基にしたサーチなども見ております。あと、そ

の方のプロフィールなども確認をし、その人が未成年であるのか否かも含めての年齢の確

認をしております。 

 ということは、潜在的に、もしかしたら未成年かもしれないと思われるアカウントに関し

ては、今申し上げたとおり、何層かに分かれて、こちらのほうで確認をする体制にしており

ます。 

 簡単に申し上げるならば、まず最初に、自動化された形で我々はレビューをします。その

自動化レビューの段階で、そのアカウントを次の人間がチェックする段階に移すべきかど

うかを精査します。 

 今度、人間がレビューした段階で、その人間が、このアカウントの保有者は未成年かもし

れないということを想定するに当たって十分なシグナルがあると考えた場合、そのアカウ

ントはチェックポイントの対象となります。そのアカウントがチェックポイントの対象と

なっている期間、そのアカウントを使うことはできないということになります。 

 今申し上げたこのプロセスの期間の間に、利用者の方には自分が未成年者以上の年齢で

あるということの証拠を出してもらう。そのエビデンスを出してもらうようにお願いしま

す。仮にですけれども、その利用者が証拠を出すことができなかった場合、それで出せない

ということで終わったならば、私たちのポリシーに基づいて、そのアカウントは削除となり

ます。 

【寺田構成員】  ありがとうございます。 

 もう１点あったんですが、こちら書面で返していただければいいかなと思いますので、私

からは以上になります。 

【生貝主査代理】  ありがとうございました。 

 それでは、森構成員、お願いいたします。 

【森構成員】  御説明ありがとうございました。大変よく分かりましたし、御社のユーザ

ーのコントロールを確保するための透明性確保というお考えはすばらしいと思いました。 

 ありがとうございます。 
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 私から３点をお尋ねしようと思っていまして、１点目は、先ほど太田さんのお尋ねになっ

たことと全く同じなんですけれども、ユーザー登録のときにメールアドレスを使うわけで

すが、そのメールアドレスをカスタムオーディエンスに利用するということがパーパス・リ

ミテーションの違反ではないと考えておられる理由について、端的にお答えいただければ

と思います。それが１点目です。 

 質問を続けてよろしいでしょうか。 

【Meta】  そうですね、じゃあ先にお願いいたします。時間もありますので。 

【森構成員】  分かりました。ありがとうございます。 

 ２点目は、アカウントを持っていない人のデータについてですけれども、こちらにつきま

しては、ヒアリングシートの御説明、１－５とか１－６のヒアリングシートでの御説明、そ

れから今日の御説明で、アカウント非保有者については、プロファイルを作成していない、

つまりフェイスブックピクセルでしたっけ、ああいうものとか外部送信のタグによって、情

報を集められるけれども、それは捨てているということであるかのようにお見受けしまし

た。機械学習に使う場合を除いてですけれども。それはそのような理解でいいのでしょうか

ということが２点目です。 

 ３番目は、日本語のスライド、今日、お示しいただいたスライドだとMeta外でのアクティ

ビティーと書いてありました。それの機能についてなんですが、これはお書きいただいてい

るように、サードパーティーの、サードパーティーと言うべきかどうか分からないですね、

Metaの外側のウェブサイトとかアプリからMetaが教えてもらう情報についてのコントロー

ルのことだと理解しましたけれども、それでいいでしょうかということが１点。 

 それからもう一つは、形式的な御質問なんですけれども、これは実際の、私はフェイスブ

ックのユーザーなんですが、実際のサービス画面で言うと、設定とプライバシーの下にある

アクティビティーログのさらに下にあるフェイスブック外のアプリとウェブサイトのこと

でよろしいでしょうか。それとも別のところでしょうかということを教えていただければ

と思います。 

 以上です。よろしくお願いします。 

【Meta】  いろいろお聞きいただきありがとうございます。 

 大前提として、私どもの完全なお答えは、また別途、書面にて回答させていただくという

ことで、この場では、幾つか重要点のみお答えさせていただきます。 

 １つ目のPurpose Limitationです。これは先ほど申し上げたとおり、プライバシー・ポリ
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シーの中で明確に透明性を持って、何の目的のために私たちがデータを収集しているのか

ということはお伝えしております。 

 そして、私たちのサービスの中で核となるのが、パーソナライズされたコンテンツ、そし

てお勧めを利用者に提供するということです。また、それを求めて、利用者は私たちのサー

ビスを使ってくださっています。 

 あとアカウントを持っていない非利用者の方々のデータについてもお聞きいただきまし

た。それは先ほど申し上げたように、そういった非利用者の方々にはポップアップの中で、

どういったその方のデータのカテゴリーを私たちが何の目的で収集するのかということを、

ポップアップを介してお伝えしております。 

 そしてまた、私たちはData Retantionというポリシーがあります。このポリシーの中で、

どのぐらいの期間、そのデータを何の目的で維持するのかということは規定されており、そ

の期間が過ぎますと削除となります。 

 Off・Meta・Activityについては、御理解のとおりです。いわゆるMetaが第三者とかMeta

外のウェブサイトとかアプリからどういった情報を知らされるかということについて理解

をする、そしてそのコントロールをすることができるというのがOff・Meta・Activityです。

ですので、例えばそれを見ることもユーザーの人はできますし、ちょっと自分としてはそう

いった情報は要らないということであれば削除していただくこともできます。 

 ということで、自分でこのOff・Meta・Activityと自分自身をもうつなげたくないという

ことであれば、そこはつながりを外すことができる。そうしますと私どもも、それに関連す

る情報は削除します。 

【森構成員】  ありがとうございました。 

 重要な部分についてお答えいただいたと思いますが、私の質問で後ほどお答えいただく

ことになった部分については、書いたものでお送りしておきますので、どうぞよろしくお願

いします。 

【Meta】  そのように対応させていただきます。 

【生貝主査代理】  ありがとうございます。 

 それでは、呂構成員、お願いいたします。 

【呂構成員】  説明ありがとうございました。私からは、日本でのローカルでのガバナン

スに関する御質問を２点させていただきます。 

 まず、日本拠点において、コンプライアンスやパブリックアフェアーズを専任で担当する
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常勤社員は何名いらっしゃいますでしょうか。 

 ２点目は、同じく日本拠点において、日本語の利用者体験を前提に、UI、UXを設計・検証

できる社員は何名いらっしゃいますか。 

 これらはいずれも概数でも構いません。 

【Meta】  ちょっと日本の拠点におけるそういった社員の数について、私自身が情報を持

ち得ておりませんので、今ここでお答えすることはできません。私、プレゼンの中でも申し

上げたとおり、2019年以来、私たちはグローバルに、このプライバシー・プログラムを強化

すべくやってまいりました。そのとき話をしたときに、グローバルに、例えばどのぐらいの

投資額をしたのかとか、どのぐらいの何名体制でグローバルでやっているのかというのは

お話し申し上げたとおりです。それは日本も含めてのグローバル展開ですので、そういった

日本も含めてプライバシーに特化した弁護士もいますし、エンジニアもそろっております

という体制でやっております。 

 そしてまた、日本拠点を含めてなんですけれども、機能横断チームが編成されており、プ

ライバシー・ポリシーのレビューもしますし、そして新しい製品が出てくるときは、そのチ

ームが評価するということを日本も含めて行っております。 

【呂構成員】  ありがとうございます。 

 日本の法規制、文化や文脈に応じた対応というのは、特にダークパターンの対応とかも含

めて重要なことになってくると思いますので、引き続き、日本でのそういった体制にも投資

を続けていただければと考えています。 

【Meta】  １つ申し上げたいのは、私たちにとって日本のマーケットというのは非常に引

き続き重要なマーケットであり続けますし、私自身、シンガポールの人間なんですけども、

多くのシンガポール人というのは日本に観光に行くことが大好きです。私も含めて。それぐ

らいの気持ちを持っております。 

【生貝主査代理】  ありがとうございました。 

 それでは、上沼構成員、お願いいたします。 

【上沼構成員】  弁護士の上沼と申します。 

 遅れてきたので、プレゼンテーションの前半が伺えず申し訳ありません。 

 時間がないので、基本的に書面で質問させていただいた点は書面で回答いただければと

思っているんですが、最初の点だけ、少し補足的に説明したいと思います。 

 ティーンアカウントは、青少年保護の取組として非常に興味を持っています。 
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 ティーンアカウントについて、ティーンアカウントの対象とするという入口については

御説明いただいているんですけれども、出口の部分、この人はもうティーンアカウントの対

象ではないと判断するのがどうなっているのか、つまり、アカウント保有者が成長していく

と、ティーンアカウントの対象ではなくなると思うのですが、ティーンアカウントからの卒

業はどのようになっているのか御説明いただきたいと思います。 

 ほかのものとまとめて書面での御回答でも構いませんので、よろしくお願いします。 

 私からは以上です。 

【Meta】  ちょうどプレゼンの冒頭のところは聞いていただけなかったということで理

解しておりますので、ちゃんとこちらのほうで書面にて別途回答させていただきます。 

 今おっしゃっておられたTeen Accountsというのは、私たちにとってもとても重要なもの

であります。ですので、しっかりと書面にてお答えさせていただこうと思っております。私

たちは、安全で適切な形でいろいろな年齢のティーンの方々に、私たちのサービスにアクセ

スしていただきたいと思っており、それに沿った対策をしておりますので、別途書面にてお

答えいたします。 

 そのような10代とか若いアカウントの皆さんが安全で適切な形でサービスを使っていた

だけるように、私たちはセーフガード、それからデフォルトなどを設定しております。 

 また、おっしゃるとおり、ティーンといっても年齢が様々で、そして成長していきます。

ですので、そのティーンといっても10代のまだ若いほうの10代なのか、より10代の後半の方

なのか、そういった見極めをするためにも、いろいろな設定とかアプローチなどを介して私

たちも見ております。 

 そしてまた、そのティーンの方が18歳になりますと、私どものほうから、変更となります

よという通知をその人に送るようにしています。 

 ですので、その通知を受け取ったユーザーは、御自分で設定のレビューの流れに沿って、

例えばセーフティーのところの設定を変えたいかどうかというのを判断していただくよう

になっております。 

 ですので、いわゆるセーフティーという安全性の設定のことについては、もう成人のデフ

ォルトにその人は変わりますけれども、プロファイルのほうの安全性、セーフティーについ

ては、御自分でどうしたいかという設定を決めていただく必要があります。 

 ですので、例えばどういったコンテンツが見えるのか、誰が自分に接触してくることがで

きるのかとか、時間の管理とか、そういったところです。 
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 こういった成人のデフォルトに変わるものはありますが、ですけれどもアカウントのプ

ライバシーは、18歳になったからといって自動的に変わるものではありません。アカウント

のプライバシーは、例えば18歳になっても引き続きプライベートで保ちたいということで

あれば、そのように自分で決めていただく。そこを変えたいというんであったら、やはり自

分で決めていただくということです。 

【上沼構成員】  私からは以上です。 

【生貝主査代理】  ありがとうございました。 

 これで構成員からの御質問は一巡しまして、私からも御質問をしようかと思っていたの

ですけれども、お時間もちょうどなので、別途メールで御連絡を、文書で御連絡をさせてい

ただきます。 

【Meta】  そのようにさせていただきます。 

【生貝主査代理】  それでは、本当に今日は、我々の御質問に対して大変真摯にお答えを

いただきありがとうございました。引き続き、様々な形での意見交換や議論を続けてさせて

いただければと思います。 

【Meta】  本日は、私どものプライバシーの実践について、皆さんと共有させていただく

場をいただきありがとうございます。この実践というのは、これからも長い旅路だと思って

おります。皆さんから、こういったところを改善したらいいのではないかというような御意

見をさらにいただきたいと思いますので、引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。 

【生貝主査代理】  ありがとうございます。 

 それでは、もし追加の御質問などがございましたら、９月８日の月曜までに事務局へメー

ルでお寄せいただければと思います。 

 それでは、事務局から連絡事項をお願いいたします。 

【小玉利用環境課課長補佐】  事務局でございます。 

 次回の会合は９月の12日、10時でございます。LINEヤフー社からのヒアリングを予定して

おります。 

 本日の議事録につきましては、事務局で作成の上、御確認いただいた後、公表することを

予定しております。 

 以上でございます。 

【生貝主査代理】  ありがとうございます。 

 それでは、以上で利用者情報に関するワーキンググループ第30回会合を終了させていた
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だきます。本日は、お忙しい中、御出席いただきましてありがとうございました。 

 

 


